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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,70 45,58 -0,12 46,12 -0,54

USD / BRL Spot BRL 2,2337 2,2312 -0,0025 2,2144 +0,0168

USD / JPY Spot JPY 102,07 101,70 -0,37 102,13 -0,43

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.102 55.102 +0 54.053 +1.049

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 136,0 138,5 +2,5 149,3 -10,8

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 12,24 -0,51

DI Future Jul15（金利先物） % 11,05 11,05 +0,00 11,49 -0,44

3 Months US Dollar Libor % 0,230 0,231 +0,001 0,225 +0,006

CRB Index（国際商品指数） Index 305,2 308,6 +3,4 305,5 +3,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年6月13日

Indicator Unit 6月11日

１１、１２日のドルレアルスポット相場はリスク回避地合いのなか若干レアル安となる展開でした。
１１日は世界銀行が今年の世界全体及びブラジルの成長率見通しを引き下げたため、前日比レアル安の
２．２３台前半から始まりました。その後、先週の為替フロー統計で資金流入が確認されたため一時２．２２台
後半へレアルは買い戻されましたが、前日のレアル高値に迫る勢いはなくリスク回避地合いのなか２．２３台
へ戻しました。相場は結局２．２３台前半で引けています。１２日はサンパウロ祝日のため閑散とした取引と
なり、終日２．２３台前半で推移したまま引けています。

１２日に発表された４月の小売売上高は前月比０．４％減と市場予想の０．１％減を下回り、３月の同０．５％
減から２ヶ月連続で前月比マイナスとなりました。３月に続いて食料品の売上減少が目立っておりインフレの
影響が大きく出たようです。５月に食料品の高騰が緩んだことを考えるとこれ以上の減少は免れると思われ
ますが、消費者信頼感指数が５月に大きく落ち込み最近５年間で最低水準となっているため、未だ予断を
許さない状況です。ただ、今朝発表された４月の経済活動指数は前月比０．１２％増と市場予想の０．０６％
増を上回り、３月分も０．１１％減から０．０５％増へ上方修正されており、ぎりぎりのところで踏みとどまる兆し
も見せています。
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